
プールヴィルの海　　　　　　　　　　　　La’mei’‘de　1’・Ui’7，ille

一

モネの作品の改題について　　　　　　　　　　　Apropos　de　la　correction　du　titre　d’un

黒江光彦　　　　　　　　・・blea・d・M・n・t・　P・・NIitsuhik°KuR°E

　国立西洋美術館所蔵の作品のllIに，モネが18　セーヌ河目から右岸側（北側）の海岸線と，左

97年に描いた《波、ヒつトゥルーヴィルの海　と　岸側（南側）のそれとの地形の違いを教示され

よばれる油彩画がある．所蔵番り・P－207c顧1・　た　すなわち・トゥルーヴィルのある左岸側は，

当館年報N・．2（1968）に掲載された拙稿一日　なだらかな砂浜で・モネが1870年パラソルをさ

本所在のモネ作品」ゆおよびrモネ」（集英社、　すカミーユを描いた作品c5’などでわかるように，

1970年）の中の図版解説（P．131）においてす　人でにぎわう開けた一E地柄である・それに対し

でに指摘したとおり，セーヌ河口から北の海岸　　て・右岸側は，断141が続き・荒れた地形で，モ

にあるブールヴィルにおいて制作されたもの　ネが1883～86年によく描いたエトルタやディ

で，‘‘トゥルーヴィル”は誤りである　　　　　エッフ、また後者のすぐ西隣りの村でここで問

　この作品を含めて、当館の所蔵品の基幹をな　題になっているフールヴィルなどが，この右岸

すいわゆる旧松方コレクションに属する作品の　　側に点在する1地図㌧

題名は，1959年4月，フランス政府より日本政　　　また・この事実がわかっていれば・この作品

府に寄贈返還された際，日仏政府間に取り交わ　　の画布を張った木枠Eや額縁の裏面に貼られた

された公文書に添付されたリストに基いて作成　　判読可能な各種のラベル（6’に記入されている

された輸送関係用の松方コレクシ・ン内容明細　　題名に“Pourville”の文字がみられるのは何故

吾によっているr，筆者も，当館開設準備にたず　　かという疑問も氷解したのであった一作品の到

さわり，日本語題名の作成に協力したので，そ　清前後のあわただしさの中で，公式の書類のノi

の書類を実見している。そこには“Mer　aglt6e　に信頼を寄せたことも，誤謬を見逃した原因で

bTrouville”と記載されていた一従って　波“rl　あった一

っトゥルーヴィルの海〉と公式に決定された、　　こうした資料によって，、波立つブールヴィ

『国血西洋美術館開館記念目録』J3｝（1959年）に　ルの海・と改題しなければならないことはいう

発表されて以来，当館のr総目録』・・41（1961年　　までもないが・さらに同じ海岸を描いた作品と

版）など、この題名が踏襲されてきている、　　照合することによっても，プールヴィルの海を

　おそらく単純な警き間違いあるいは綴字の読　描いたことを証明することができる・1970年10

違いが原因でこうなったのであろうが，「1本語　　月一11月，東京，大阪，福岡で開催された「モ

題名作成の際に，トゥルーヴィルないしフール　ネ名作展」に出品された米国個人蔵のくkブール

ヴィルの地形を熟知していたならば，このよ　ヴィル風景》（1897年’顧2）のカS，その一つであ

うな誤りを訂正できたと思われて、悔まれる．　　る，カンヴァスはやや小さいが（63．7×98．7cm），

筆者は当館年報No．2のために「日本所在のモ　当館作品と同じように，強風にあおられた荒波

ネ作品」を準備している折，当時ルアーヴル市　　の沸き立つ海面と断崖のシルエットを主題にし

、・ノニ美術館長で来日中のハ1・リス・ユーグ氏に・　　ている・騒然とした筆触もまた・同趣の即興性
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をもったものであり、色調の違いは、これこそ　　　この制作旅行の日的は、モネ自身がいってい

モネの一シリーズ」の概念通り、自然の「相一　　る言葉によれば，一ジヴェルニーには雪がなく」

の違いを描き分けたものにほかならない　　　　一前年に描きはじめた絵を完成するため」（9）で

　当館の作品は，署名とともに、1特込んである　あった．1897年の旅行は従って，二度目のもの

制作年によって、1897年のものであることは明　　であった。1895年6月以降，健康を害し，その

白であるが，嚢実モネは、1月にジヴェルニー　　年の後．半はずっとジヴェルニーですごしていた

を発って，3ヵ月間フーノレヴィノレに滞在したの　モネは、小康を得て、1896年2月半ばから、ヴ

であった。1897年1月171－1付のデュラン・リュ　ァランジヴィルとフールヴィルに数ヵ月滞在し

エル氏に宛てたモネの1紙では、「川一L（18H）　て、心身をこのノルマンディーの海辺で癒した

出発予定と、1　1：いてあるが，しかし同年1月20日　のである．，そのとき断崖を主題に数多くの作品

付のやはりデュラン・リュエル氏宛の手紙はジ　　を描いている．きわめてモネの感興をそそった

ヴェルニーから発信されていて，正確に出発し　一L地であったことは，翌97年に同じ時候を選ん

た日付を知ることはできないが、おそくとも2　　で，再び足を向けたことによっても・うかがい

月初めにはすでにブーノレヴィルに滞在していた　　知ることができる。

ことは、別の予紙の差出し地から判明する（8）。　　　フールヴィルには、モネはこれより15年前の
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写真1クロート・モネ・1波立つフールウィルの海1897年，油彩，カンウァス，73×101cm

1882年に，すでに制作に赴いたことがあった．　立って描いたのが，シカゴ美術研究所所蔵の

当時ポワッシーに家族を住まわせていたモネは，　《断崖の上の散策》（11、や《フールヴィルの魚

2月5日にディエップに向けて出発し，ついで　網＞＞　（12），＜＜フールヴィルの断岸》（13）などであっ

プールヴィルに足をのばし，ペール・ポール　た。

（ポール親爺）夫妻が経営する小さな宿屋に泊　　それから15，6年後，同じ宿屋に泊ったかど

って，5月末までここで制作した。長い逗留の　うかは詳らかでないが，ブールウィルは3ヵ月

結果，ポール親爺さんと親しくなってその肖像　問の制作に耐えるだけの新たな興味の対象とな

画を描き，《ガレットのある静物》（10）をこの宿　っていたのである。プールヴィルから出した

の主人に贈っている。そしてこの断崖や海辺に　1897年4月1日付のデュラン・リュエル宛の
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写真2　クロート・モネ　フールウィル風景　1897年，油彩、カンウァス、63．7×98．7cm

手紙（14〕の一節に、モネは次のように書いてい　　体にクローズアッフした絵の一枚が，わが国に

る一　　　　　　　　　　　　　　　 もある，15，1898年6月，パリのジョルジュ・
　「かなりひどい天気だが、制作を続けている　　フティ画廊で61点の近作をもってひらかれたモ

なにかものすることができるかどうかはわから　　ネ展には24点の断崖の連作が含まれて，96～97

ないが，ともかくも，次の冬にもここに来よう　年の二冬にわたるフールヴィル制作の成果を発

と心に決めている．というのは、ここはすばジ）　表したのであった．

しいものができそうなところだからだ」．　　　　　当館所蔵の　波立つフールヴィルの海》が，

　4月末まで、モネはここで、波立つ海はもと　1898年の個展に出品されたかどうかは詳らかで

より，天気の変化につれて断崖の一Lに織りなす　はないが，裏面に貼付されて残っているラベル

光の変幻を描いた．断崖の一角を大胆に画面全　　によれば1註6のΦ（2YS’＞N1，1959年，日本に返還さ
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れるまで，フランス政府が管理する作品の一つ　　　　ミッシェノレ・モネ1日臨パリ・マルモッタン美

として，少くとも三つの展覧会に出品されてい　　　　術館

ることがわかる。その中にジャン・ヵスー　　（6）　ラベルは・展覧会出品票・ll前送業者による心覚

Jean　Cassouの名がみられるのは，松ノiコレク　　　　など・当館に入るまで・9枚貼りつけてある一

ションが日本に戻るまで，パリの国立近代美術　　　　うちP°u「villeとltlいてあるものは，5枚・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　KUNSTHA　US　Z乙lrRICH
館によって保管されていて，カスー氏は当時・　　　　　　　KUn、tler：C．　M。n。t

その館長であったからである・ttこのような例　　　　　　　Titel：Mer　agit6e　h　Pourville

は，同じくモネの《並木道》（P－205）が1956年　　　　　　　Besitzer：S19．　Matsukata，　Paris

モスクワで開かれた「フランス1g世紀絵画展一　　　　　　　Katal・9－Nr・：90

咄品されたり，・腿び》（P－2・6）や・隙　　2．＿3舗乙照き易NE＿

（P－209）が1959年ルーアンで開かれた「フラン　　　　　　　STEN・S－GRA　VENHA　GE

ス風景展」に出品されている場合にもみられ　　　　　　　TENTOONST：・M・net

るr、従って，当館所蔵作品の多くのものについ　　　　　　　　　　　　　　　　DAT’：Aug”52
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　KUNSTENAAR：1140net　　H．：B．：
て，1959年以前の足取りについても，改めて研　　　　　　　TITEL，Me，卿，6e　a　p。urz，ille

究する必要がある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CAT，　Nr．：71

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1NZENDER：M．ノean　CaSSOtt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　INV。　Nr．：

　　　　　　　　　　　　註　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各項タィブ印字，Cat，　Nr・のみ手書き）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・Mer　agit6e　b　Pourville　1897（手書き）

（1）r国立西洋美術館年報No．2』（1968年）PP。2－　　　　　4・Monet
　　　61「日本所在のモネ作A？，」序：中lh公男　ヵタ　　　　　　　Mer　agit6e　b　Pourville（手書き）

　　　ログ：黒江光彦　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・EXPOSITIO1＞d’MATSUKATA
　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　CHENUE，　EMBALLEUR　N°．＿．．
（2）黒江光彦著『モネ』（集英社，現代世界美術全　　　　　　　　de　Tableaux　et　Obiet、　d・art

　　　集2，1970年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．Rue　de　la　Terrass　e－Paris（17e　Arrt）

（3）『国立西洋美術館開館記，念目録』（1959年）図版，　　　　　　　Nom　Claude　Monet

　　　カタログ番号P－207　　　　　　　　　　　　　　　　　　Titre“Mer　agit6e　ti　Pourville”

（4）r国立西洋美術館総目録』（1961年）作品番号　　　　　　　　　　（Peinture　a　1’huile）

　　　P－207　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他の作品のラベルにより復元すると，上

（5）　モネ＜＜トゥルーヴィルの浜》La　Plage　de　Trou．　　　　　　　記のように梱包業者CHENUEが記入

　　　ville，1870年，油彩，カンヴァス，38×46．5　cm，　　　　　　　していることがわかる一イタリックのみ

　　　ロンドン・テート・ギャラリー　　　　　　　　　　　　　　　残存，作者名，題名はタイプによる印

　　　モネ《海岸の二人の女・Deux　femmes　sur　la　　　　　　”fr

　　　plage，1870年，油彩，カンヴァス　38×46　cm，　（7）　モネ・ブールヴィル風景・P・urz，ille，1897年，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（．9）　1957年　モネ展」（An　Exhibition　of　Paintings，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Claude　Monet，　The　Tate　Gallery，26　Septem－

“　　　　　　　　〆「　　　　　　　　　　　　ber－3November　l957）カタログの年譜，1897

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ykStpt　　　　　　　　　　　　finish　pictures　started　the　previous　year　which

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　interest　me　a　great　deal　and　which　I　am　quite

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　’　　　　　淋磯レの　　　　　　pleased　with．”

（11）The　C1拶Walk，1882年，油彩，カンヴァス，

写真3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）F’面1～gNぞ’∫，　Pourville，1882年，油彩，カンヴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ァス，61×81．3cm，　Gemeentemuseum，　The

　　　　涌力・ヴ・ス・－63…98・7cm，ア・・カ・（13）㍑lp。urt，i“e，1882年舳彩，カ。ヴ。ス、

　　　　f固人蔵モネ名作展一・カタ゜グ嗣’21，図版　　60。81、m，　C。IL　M，．　N』．。an　Heek，　Ens一

　　　　あるいはマルモッタン美術館で1971．年初夏よ　　　　chede

　　　　り公開されたミッシェル・モネ遺贈の作品のili　（14）既出の文献，　Venturi；Archives　de　1’1mPresston一

　　　　に　ブールヴィルの海岸　、LαP如♀8∂1）ourz’ille　　　　nismeの資料236の手紙の最後の部分：

　　　　（1897）がある．油彩，6・・73　cni，　li下に署　　J∵°ntinue　h　tlavaille「．ma｝gl帥n　ble？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mauvals　temps　etJe　ne　sals　sl　Ja「「1ve「al　a
　　　　名：Cl・ud・M・n・t・（N°d’inv・：50°8）洞館　　P。u、r。i，　t。，mi。。，　q。。lque　ch。，e，　m・｛・d・

　　　　カタログM・iret　et　ses　amis・　cat・n°25・pL写真3　　　　reste　je　suis　d6cid6　de　revenir　1・h｛ver　pro－

（8）　Lionello　Venturi，　Les　Archit，es　de　l’lmpression－　　　　　chain，　car　il　y　a　h　faire　des　choses　superbes・

　　　　nisme・2vols，1939，　Paris－New　York・Durand－　（15）　モネ　断崖La　falaise，1897年，油彩，カンヴ

　　　　Ruelのうち第1巻PP・364－366にデュラ　　　　ァス，73．5×925　cm，東京，個人蔵。年報No．

　　　　ン・リュエル氏宛に出した1897年代の手紙が　　　　2r日本所在のモネ作品」カタログ番号24，テ

　　　　掲載されている一ジヴェルニーより・1月17日　　　　　キスト，P．16，図版P．47；「モネ」．集英社，図

　　　　付の手紙：資料233；ジヴェルニーより・1月　　　　版V（P．125），テキスト第45（P．132）．

　　　　20日付のf・紙：資料234；ブールヴィルより・

　　　　日1・tなし（2月はじめ）の手紙：資料235；

　　　　ブールヴィルより，4月1日：資料236；ジヴェ

　　　　ルニーより、5月11日付の丁・紙：資料237

13


